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第１章　タイ水道の歴史

1.1　沿革2), 10), 11)

タイにおける水道の歴史は古く 1897 年チャクリ王朝ラマ５世（チュラロンコン大王）が“The

Siam Water-Works”と名付け、バンコク市内の一部に水道施設の建設を命じ、1914年その完成に

伴い、400戸を対象に給水を開始したのがその歴史の第一歩である。

その後、内務省公共事業局（Public Works Department, Ministry of Interior）が中心となっ

て、水道施設の整備、拡充に努め給水戸数も 1938年に 10,000戸、1952年に 30,000戸、1978年に

327,000戸、そしてＮＷＴＴＩ要請時の 1985年には約 660,000戸と倍増している。この間 1967年

にはバンコク、トンブリ、ノンタブリ及びサムットプラカーンの４つの水道事業体が統合され首

都圏水道公社（ＭＷＡ：Metropolitan Waterworks Authority）が、さらに 1979年にはバンコク首

都圏を除くタイ国全域の水道事業を対象に管理、運営する地方都市水道公社（ＰＷＡ：Provincial

Waterworks Authority）がそれぞれ設立された。

ここで、ＮＷＴＴＩ設立、スタート前後のＭＷＡ、ＰＷＡの概要、将来計画等を述べてタイ水

道の歴史の一端をまとめておきたい。

1.2　水道事業の所管

タイの水道事業の主体はＭＷＡとＰＷＡであるが、水道行政制度からみると、都市部、農村部

の水道担当庁がそれぞれ異なっており、さらに同一形態の水道建設でも複数の官庁が関与してい

る場合もある。（表 1.1）

表 1.1　タイ国水道事業の所管（1985年度末タイ FY）8)

水道事業のタイプ 所管事業体 供給方法 事業体数 給水人口（人）

ＭＷＡ 配水管給水
1 4,780,000

都市型 （首都圏水道公社） （各戸給水）

（人口 5,000人以上） ＰＷＡ 配水管給水
176 4,370,000

（地方都市水道公社） （各戸給水）

地方型 ※（ＰＷＡ）＋ 配水管給水
663 2,300,000

（人口 1,500～ 5,000人） （地方水道事業体） （各戸給水）

村落型
上記以外の事業体

水　　　源
20,000

（人口 1,500人以下） （井戸湧水等）

※所管は地方水道事業体で、ＰＷＡは Technical Advisorの立場にある。
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1.3　ＭＷＡの概要12)‐①

（1）組織及び職員数

Mr. Suvich Futrakul総裁をトップに総務経理担当（Administration）、営業担当（Services）、

技術担当（Engineering）、浄水、給水、配水担当（Production & Transmission）の４人の副総

裁の下に職員総数 5,818名である。

（2）給水区域及び給配水システム

配水管が布設されている給水区域は 1986年度末が 475km2、1987年度末で 520km2であり、日

本での計画給水区域に相当する責任給水区域は 3,080km2となっている。また、ＭＷＡの給水

区域は 10の Branch Officeにより管理されている。

ＭＷＡの給水システムは、都市部を対象とするセントラルシステムと郊外の地域を対象と

するセパレートシステムの両者に分け効率的な送配水を行っている。

セントラルシステムでは Bangkhen浄水場から直径 3.4ｍ～ 2.0ｍのトンネルにより市内の

Phaholyothin, Lumpini, Klong Toey, Tha Phraポンプ場等に送り増圧し家庭に送る。

セパレートシステムによって給水されている地域は Minburi,、Bang Yai等数カ所のバンコ

ク市郊外の点在した町であり、それぞれ独立したシステムを形成している。また、給水人口

は全体のわずか 1.3％、給水量はＭＷＡ全体の約１％である。

（3）現有施設および給水状況

1） 施設能力

ＭＷＡでは、河川表流水と深井戸を水源として、日量約230m3を浄水し給水していた。な

お、地盤沈下を防ぐため地下水の使用を数年前の日量約40万 m3/日から 1986年現在 17万 m3

へと減少させた。

表流水の水源はチャオピア河で、塩水のそ上とバンコク中央地区の汚濁河川からの流入

を避けるため、上流のパトンタニ（Patumtani）地区のサムレー（Samlae）において取水してい

る。また、ここで取水された原水はクロンプラパ（Klong Prapa）と呼ばれる水道専用の開

渠を通じ約 30km導かれ、バンケン（Bang Khen）、サムセン（Samsen）浄水場へと導かれ、ま

た一部は途中からトンブリ（Thonburi）浄水場へ導水管で送られる。その他約 40カ所の深井

戸も併用されている。（表 1.2）
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表 1.2　ＭＷＡの施設能力（1988年）

サムセン浄水場 600,000 m3/日（施設の一部は 74年前に使用開始）

トンブリ浄水場 190,000 m3/日（25年前に使用開始）

バンケン浄水場 1,600,000 m3/日（9年前に一部使用開始）

深　　井　　戸（42ヵ所） 170,000 m3/日（深さ 80～ 200ｍ）

合計 2,560,000 m3/日

2） 給水区域内人口に対する給水普及率：約 65％

3） 給水人口：478万人

4） 給水件数：66万件

5） 一日平均給水量：230万 m3

（4）拡張経過

1） サムセン浄水場

バンコク市中央に位置するサムセン浄水場は、現在３万 m3/日から 173,000m3/日まで 10

系統の処理施設から構成されている。これらの中で、最も古い施設は 1914年に建設された

ものであり、また、最も新しい施設は1963年に建設されたものである。1969年当時は処理

能力の54万７千 m3/日であったが、1971～ 1972年にかけて、処理方法、操作などに一部改

良を加え 65万 m3/日まで処理できるようになっている。

2） トンブリ浄水場

トンブリ浄水場は 1963年に完成した。原水はクロンプラパ沿いの Bang Sueポンプ所か

ら２本の導水管（口径 900mm）により導かれている。

施設能力は190,000m3/日であり、４基のクラリファイアー（Circular up flow clarifiers

of the Accelerator type, Diameter：26.2ｍ）が設置されている。

3） バンケン浄水場

第１期１次工事として 1975年に建設に着手し 1979年に完成した。第２期プロジェクト

は、1980年に着手され 1986年に完成した。

バンケン浄水場の拡張計画は、当初 2000年を目標に４ Stageに分けて各 Stage 120万 m3/

日の建設とし、最終的に 480万 m3/日の浄水能力とする予定であった。

しかし、工事着手前に折からの石油ショックとコストの増大により当初予算の見直しが

生じ 1st Stageを Phase１と Phase２に分けてスタートさせることとした。
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現在完成している施設は、第１期第 1次工事（1st Stage-Phase１）による 80万 m3/日と

同２次工事（1st Stage-Phase２）による 80万 m3/日の合計 160万 m3/日である。

（5）ＭＷＡの水道計画

1） マスタープラン

ＭＷＡのマスタープランは 2000 年を目標としてアメリカのコンサルタント会社である

ＣＤＭ（Camp Dresser & Mckee）により 1970年に作成された。また、このマスタープラン

に従って第１期第１次、同２次工事の設計、建設が進められた。

その後、新しいバンコク首都圏の人口及び水需要予測をもとにマスタープランの見直し

の必要に迫られ、①当初基本計画の見直し、②第２期開発拡張計画のフィージビリティー

スタディー、③実施設計が行われた（1982年１月～1984年２月）。なお、これらは主にＮＳＣ

（現日水コン）が担当した。

1983年に作成された基本計画は表 1.3のようになっている。

表 1.3　ＭＷＡの基本計画

1981 1990 2000

給水人口（人） 3,520,000 6,053,000 7,800,000

給水普及率（％） 81.9 92.7 96.1

一日平均給水量（m3） 1,702,000 2,719,000 3,750,000

一人一日平均給水量（ｌ） 484 427 480

一日最大給水量（m3） 2,042,000 3,100,000 4,500,000

一人一日最大給水量（ｌ） 580 512 577

1983年作成

2） 1st Stage-Phase１（１期１次工事）は 1975年にバンケン浄水場（80万 m3/日）建設、トン

ネル工事等を中心としてスタートし 1979年に完成した。本格的な工事着手前に水道メータ

の修理、取り替え工事を行った。これは、当時水道メータの動かないもの、故意に壊され

ていたもの等が多く、水道料金の収入が思うようにならなかったからである。

当時の実態調査の結果では 70％以上のメータを改良せねばならない状況にあったと報告

されている。

次に財源の内訳は表 1.4に示すように１期１次工事においてはローンの中心は世界銀行

（ＩＢＲＤ）、アジア開発銀行（ＡＤＢ）であった。
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表 1.4　ＭＷＡのプロジェクト事業費（百万バーツ）

1st Stage-Phase１ 1st Stage-Phase２ 3rd Project
（1975～ 1979） （1980～ 1986） （1985～ 1988）

ＩＢＲＤ 1,125 ‐ ‐

ＡＤＢ 401 1,564.80 3,519.3

ＯＥＣＦ 0 801.00 2,407.3

ＭＷＡRESOURCES* 1,363 ‐ 2,623.6

GOVERNMENT EQUITY 900 2,014.10 980.0

GOVERNMENT LOAN 1,000 13.10 ‐

PRIVATE LOAN ‐ 1,732.60 ‐

TOTAL 4,789 6,126.10 9,530.2

総事業費に占めるＯＥＣＦの割合 0 13％ 25％

*ＭＷＡ自己財源その他 １バーツ≒ 11円（1979）

3） 1st Stage-Phase２（１期２次工事）は 1980年にスタートし、1983年に部分的に完成し 40

万 m3/日が増強され、残りの 40万 m3/日並びに、配管等全体の完成は 1986年であった。な

お、Phase２からＭＷＡとしては初めてＯＥＣＦの借款を得ることが出来た。

4） 2nd Stage-PhaseＡ（Third Project）は、当初のマスタープランを 1983年に見直した案

に従ったものであり、バンコク水供給計画の第３期工事（Third Bangkok Water Supply

Project）と称した。

5） 開発目標

① 施設能力

230万 m3/日の施設能力を 50万 m3/日増やす。表流水からの取水量を 280万 m3/日とし

て、1989年には 600万人の需要者に給水可能にする。

② 給水区域

150km2広げることにより 460km2を 610km2とする。これにより地盤沈下の特に顕著な地

域、バンコク市南部の工業団地、民間団地等の地域をカバーする。

③ 無収水量

42％の無収水量を 1989年までに 30％に減らす。

以上の工期は 1985～ 1989年の４ヵ年とする。

なお、第３期工事の全事業費は 9,530.2 million Baht（US$353.0 million）である。（表

1.4）12)
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1.4　ＰＷＡの概要12)‐②

（1）組織及び職員数

Dr. Tawat Wichaidit総裁をトップに O&M‐Ⅱ（中央より東北部地区担当）、O&M‐Ｉ（中央

より南部地区担当）、総括担当の３副総裁を含め、役職員は総勢 5,171名である。

（2）給水区域及び管轄

首都圏を除くタイ国全域の水道は内務省公共事業局地方水道部（ＰＷＤ，ＭＯＩ：

Provincial Water Supply Division, Public Works Department, Ministry of Interior）

及び保健省衛生局（ＤＯＨ：Department of Health, Ministry of Public Health）が分掌

していたが、ＰＷＡはこの両者の所轄事務をかなりの部分を統合する形で 1979年に発足した

ものである。

ＰＷＡの事業は人口 5,000人以上の都市型水道事業（The Urban Water Supply Program）

と人口 1,500～ 5,000人の地方型水道事業（The Rural Water Supply Program）の二つに分け

ることができる。

都市型水道事業はＭＷＡの管轄区域を除く人口 5,000人以上である地方行政区（Provincial

District）及び衛生区（Sanitary District）の水道の計画、建設、運営、維持管理等を行って

いる。

また、人口 1,500～ 5,000人の衛生区及びコミュニティー（Community）に給水している公共

保健省管轄下の水道に対して設計、積算、工事管理、訓練等の技術サービスを行っている。

（3）現有施設8)

1985年現在、ＰＷＡが運営管理している都市型水道事業

1） 事業数：176

2） 給水区域：1,960km2

3） 施設能力：891,800m3/日

4） 給水区域内人口に対する給水普及率：59.5％

首都圏以外全域における給水普及率：９％弱

5） 給水人口：437万人

なお、ＰＷＡでは全国の所管区域を 10 カ所に分割し、それぞれ地方事務所（Regional

Office）を設置し施設の管理運営を行っている。（図 1.2）

次に、ＰＷＡが Technical Adviserとなっている地方型水道事業数は 674カ所でこれらは地

域には配水管によって各戸給水が行われており、その給水人口は約 230万人である。
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（4）ＰＷＡの開発計画8)

1） 水源

ＰＷＡの都市型、地方型両者の合計の事業数は 871カ所、このうち表流水を水源として

いる所が545カ所（62.6％）、地下水を水源としている所が318カ所（36.5％）、そして両者併

用が８カ所（0.9％）、となっている。

近年、表流水の使用が量的にも限られてきつつあり、また、質的にも河川汚濁等の問題

が起きている。（表 1.5）

表 1.5　ＰＷＡの水源問題（都市型水道事業体）4)

問題形態 ヶ所数

量不足 33

水質が悪い 31

水質が悪く量も少ない 26

また、表流水は地下水に比べ浄水処理費等のコストがかさむので、ＰＷＡでは今後でき

る限り地下水源の利用を増進する方向にある。

特に Mae Klong川下流流域にある水道事業体は表流水から地下水へ転換せねばならない

が、海岸に近い地域などは海水の混入などの恐れもあり、十分綿密な計画をたてなければ

ならないとしている。

2） ＰＷＡ全体整備計画

「国際水と衛生の 10ヵ年計画」（1981～ 1990年）に関連してタイ政府は清潔な水の供給を

1981年の 40％から 1990年には 95％、つまり 5千万人に行うことを目標としていた。

10カ年計画に対するＰＷＡの目標は財源不足により当初の計画が変更されたが、1990年

における計画目標を給水区域 2,239km2、給水人口 450万人、施設能力 104万 m3/日、給水区

域内普及率 90％と定めている。（表 1.6）

表 1.6　ＰＷＡの上水道計画（1985年）

Year
給水区域 給水人口 施設能力 給水区域内給水 水道事業体数
（km2） （人） （m3/日） 普及率（％） （ヵ所）

1979 3,367,051 646,320 48.29 182

1983 1,955 4,280,320 878,640 50.43 175

1985 1,960 4,370,000 891,800 59.50 176

1990 2,239 4,500,000 1,044,000 90.00 200

2000 2,518 5,450,000 1,200,000 81.50 226
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